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いて言及した．具体的には，第 3 章～第 6 章で考案した手法を自動的に実行する機能を備
えた．システムの出力対象は，クラスを構成する個人およびそれを集約することで得られ
るクラス全体とした．個人単位の結果を得たい場合は個人の学籍番号を，クラス単位の結
果を得たい場合には学年とクラスを入力する．出力内容は理系分野に対する認識，理系大
学への進学意思，進学意欲を高めるために必要な認識の変化，数学の学力の推定結果と学
力を高めるために必要な学習方略の変化，意味理解方略の使用量の推定結果と当該方略の
使用を促進するために必要な認識の変化とした．  
第 8 章では，本論文の総括について言及した．本論文によって考案された手法およびそ
れを基に構築した支援環境を，科学技術人材育成を目的としたクラスの生徒らに適用する
ことで，そのクラスに適合した教育方針を取得することができる．これは，これまで教員
の勘や経験に基づき実施されがちであった教授設計を，よりシステム的に実施できること
を示している．そのため，科学技術人材育成に対して本論文が有する意義は深いと考えら
れる．  
